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　上のことを一般化すれば，
　　　　　　正n角形が作図可能性はCOS　2ーの作図可能性　に帰着する．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n
　ここまでで，半径1の円に内接する正3角形，正4角形，正5角形が作図できることが
わかった．
〈TOPIC・3＞　一般に，半径1の円に内接する正n角形が作図できれば，各円弧の中点を求
めることができるから，その中点と元の多角形の頂点を結べば，正2n角形が作図できる．
　よって，n＝3，6，12，…，3・2m，…
　　　　nニ4，8，16，…　，4・2m，・一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　n＝5，10，20，…　，5・2m，・一
　　　　　　　　　　（ただし，mは0または正の整数）
すなわち，
　　　　　　　　　n＝3，4，5，6，8，10，12，16，20，24，32，40，・。・
のとき，正n角形が作図できる，
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ところで，ユークリッドの互除決によれば，
a，bが互いに素であるとき，　kO＋lb＝1を満たす整数k，1が存在する．
これを用いれば，
。　a，bが互いに素で，正a角形と正b角形が作図可能ならば，
　　　　　　　　　　　　　　　2π（kO十lb）　　　2π21π　　　　　2kit　　　　　　　　　　十一＝　　　　　　　＝－　　　　　　　　　a　　b　　　　　ab　　　　ab
であるから，正ab角形が作図できる．
　3と5は互いに素であり，3k＋51ニ1を満たす整数k＝－8，1　＝＝5が実際に存在する．
したがって
5．2亙＋（＿8）互＝
　3　　　　　5
2π（25－24）
15
??
これと，…子，…箏が作図できることから・…砦（すなわち誓）も作図できる・
よって，正15角形が作図できる．このことより
正の整数）のとき，正n角形が作図できる．
　〈TOPIC－3＞とまとめると，
n＝15，30，…，15・2m，…（mは0または
n＝3，4，5，6，8，10，12，15，16，20，24，30，32，40，…のとき，正n角形が作図できる．
残る問題は，n＝7，9，11，13，14，17，18，19，…のときに，正n角形が作図できるか？
ということである．
今回は，ここで議論を終わることにする．
’【参考】　ユークリッドの互除法について
「2つの正の整数a，b（a＞b）について，　a＝r。，　b＝r，とし，　n・＝O，1，2，…に対してr。をrn．、で割ったとき
の商をq。＋1，余りをrn．、とする．すなわち，　rn＝％．、r。．s＋r．、＋2とするとき，ある整数mで，　r．＝q．，、　r。＋1＋0と
なるとき，r。＋、＝gは2数aとbの最大公約数である．」というのがユークリッドの互除法（Euclidean
Algorithrn）である．
　これより，r、＝r。－qlrl＝a－q・b
　　　　　r3＝rl－q2　r2＝b－q2（a－9，　b）＝－q2　a十（1＋qi　qi）b
　以下同様に，r、，　rs，…，r。＋，を求めると，　r。＋1＝gはaとbの1次結合で表される．
すなわち，aとbの最大公約数gは適当な整数（正とは限らない）kと1を用いて
　　　　　　　　　8＝㎞十lb
と表すことができる．とくに，aとbが互いに素であるときには，　aとbの最大公約数は1であるから
　　　　　　　　　1＝kO十lb
となるkと1が存在する。
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　これらの〈TOPIC＞からもわかるように，前の指導要領「数学B」で扱われていた内容
　　　因数定理および剰余の定理
　　　高次方程式の解および解法
　　　2項方程式t－1＝0の解法
　　　f－1＝0の解の複素平面上への表示
はいずれも，正多角形の作図法と関連がある．
　なお，今回は触れることができなかったが，因数定理は正多角形が作図不能の証明にも
用いられる．
　このように，上記の事項は正多角形の作図法と深い関係がある，むしろ，正多角形の作
図法を研究している中で，発見されたアイデアであるといっても過言ではない．
　その意味で，現行指導要領でこの部分が削除されてしまったことは，誠に残念なことで
ある．
おわりに
　以上見てきたように，正多角形の作図に関しては興味深い話題が多いが，さらに，ギリ
シア3大難問についても，高校数学との関連でかなり面白い話題もある．これらについて
は，次の機会にゆずるとする．
授業では，どちらかというと，教科書にのっている話題を1つ1つ取り上げ，教科書の
中での内容どうしの関連について扱い，作図題との関りに触れることは極めて少なかった．
作図題に関する数学は，いわば高校数学の縦糸のような存在であると考えられる．作図
に関する数学をもう少し前面に出して，数学の歴史をも踏まえた授業をしてもよいのでは
ないかと思う．
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